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八
箇
～
栃
窪
を
切
り
開
く

魚
沼
ス
カ
イ
ラ
イ
ン
建
設
工
事

　
湯
沢
芝
原
峠
か
ら
魚
沼
丘
陵
の
稜

線
を
縦
走
さ
せ
る
魚
沼
ス
カ
イ
ラ
イ

ン
は
現
在
八
箇
峠
か
ら
栃
窪
峠
間

（
第
五
工
区
）
で
道
型
荒
削
り
方
式

に
よ
り
同
区
間
約
六
・
三
キ
ロ
に
わ

た
る
巾
員
約
六
メ
ー
ト
ル
の
道
が
開

さ
く
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
工
事
は
去
る
八
月
上
旬
に
清

水
建
設
に
よ
っ
て
着
手
さ
れ
た
も
の

で
す
が
、
四
十
二
年
分
と
し
て
は
さ

ら
に
栃
窪
峠
か
ら
大
沢
峠
（
第
四
工

区
）
間
の
一
部
も
実
施
さ
れ
る
予
定

で
す
。
な
お
同
ス
カ
イ
ラ
イ
ン
建
設

の
概
要
は
つ
ぎ
の
と
お
り
で
す
。

全
体
計
画

　
全
コ
ー
ス
は
湯
沢
芝
原
峠
か
ら
小

出
町
ま
で
の
五
十
五
キ
ロ
、
巾
員
六

・
五
メ
ー
ト
ル
で
す
。
全
区
間
は
二

要開さく部分

　4，lgO働

　1，637

　6，6i8

　9，018

　5，641

　27，104

既開さく部分

　2，0807η

　1．500

2，726

6．306

つ
に
分
け
ら
れ
第
一
期
計
画
と
し
て

、
芝
原
峠
か
ら
八
箇
峠
ま
で
、
第
二
期

計
画
は
八
箇
峠
か
ら
小
出
ま
で
と
な

っ
て
い
ま
す
が
、
第
一
期
計
画
の
内

訳
は
別
表
の
と
お
り

芝
原
峠
～
八
箇
峠
三
十
三
・
四
キ
・

（
既
開
さ
く
部
分
六
・
三
キ
ロ
）
で
す

国
税
に
不
満
が

あ
る
と
き
は

延　長

6270所　，

3137　　ラ

6618　　，

9，018

8，367

33．410

区　　　　間

八箇峠～栃窪峠

栃窪峠～大沢峠

大沢峠～十二峠

十二峠～高津倉山

高津倉山～芝原峠

年馴工区
42年第5工区

籠闘工区

盤第3工区

擁第2工区
46年1第1工区

国
税
局
協
議
団
へ

審
査
請
求
を

L
税
務
署
長
か
ら
決
定
の
通
知
を
受

　
け
た
日
の
翌
日
か
ら
一
カ
月
以
内

　
に
審
査
請
求
し
て
く
だ
さ
い
．

2。

審
査
請
求
書
用
紙
の
請
求
は
、
税

　
務
署
か
直
接
関
東
信
越
国
税
局
協

　
議
団
新
潟
支
部
（
新
潟
市
営
新
通

　
り
二
番
町
）

ー
市
総
合
計
画
の

審
議
に
入
る
，
ー

　
十
日
町
市
総
合
計
画
審
議
会
は
去

る
九
日
市
役
所
で
開
か
れ
、
第
三
次

五
ヵ
年
計
画
に
つ
い
て
審
議
が
行
な

わ
れ
ま
し
た
。
市
勢
発
展
へ
の
総
合

計
画
と
も
い
う
べ
き
こ
の
計
画
案
は

本
年
二
月
四
十
二
年
度
事
業
の
み
審

議
さ
れ
、
今
回
そ
れ
に
引
続
き
四
十

三
年
度
以
降
の
計
画
案
に
つ
い
て
検

討
す
る
た
め
、
新
し
い
委
員
に
よ
り

開
催
さ
れ
、
会
長
に
議
会
議
長
樋
口

政
太
郎
氏
を
選
任
し
た
あ
た
同
計
画

案
の
今
後
の
審
議
の
や
り
方
な
ど
に

つ
い
て
協
議
し
た
結
果
、
実
施
計
画

包
づ
／

続
、
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＼
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の
説
明
を
中
心
に
引
続
き
慎
重
審
議

々
重
ね
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
市
制
施
行
以
来
第
一
次
、
第
二
次

五
ヵ
年
計
画
を
策
定
し
年
々
各
産
業

の
生
産
性
の
向
上
と
市
民
生
活
の
改

善
向
上
に
つ
と
め
、
そ
の
行
政
効
果

を
あ
げ
イ
．
き
た
の
で
あ
り
ま
す
が
、

最
近
の
社
会
の
進
歩
発
展
は
め
ざ
ま

し
く
裏
日
本
に
位
置
し
、
豪
雪
地
帯

の
当
市
は
教
多
く
の
ハ
ン
デ
ー
を
背

負
っ
て
い
る
，
従
っ
て
常
に
長
期
的

な
行
政
目
標
を
か
か
げ
、
た
ゆ
寮
ざ

る
実
践
が
望
ま
れ
て
お
り
ま
す
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
日
本
の
経
済
の

現
況
は
、
そ
の
開
発
計
画
を
表
日
本

に
注
ぎ
、
裏
日
本
の
経
済
開
発
は
こ

れ
か
ら
の
段
階
に
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
経
済
政
策
の
影
響
と
し
て
十

万
都
市
以
下
で
は
年
々
人
口
が
減
少

し
て
お
り
ま
す
。
こ
の
現
象
は
中
小

都
市
の
衰
態
を
示
す
も
の
で
あ
り
、

十
日
町
市
に
お
い
て
も
わ
ず
か
で
は

あ
り
ま
す
が
、
，
人
口
の
減
少
傾
向
を

示
し
て
お
り
ま
す
。
幸
い
織
物
産
業

の
飛
躍
的
発
展
に
よ
っ
て
あ
る
程
度

人
口
の
流
出
夕
喰
い
止
め
て
い
る
状

態
で
あ
り
ま
す
。

　
当
巾
が
低
開
発
地
域
工
業
開
発
地

区
指
定
を
～
け
、
工
業
立
地
条
件
の

整
備
を
図
り
、
工
業
発
展
に
期
待
し

人
口
の
流
出
と
産
業
構
造
の
変
革
に

対
処
し
よ
う
キ
す
る
姿
勢
を
裏
明
し

て
い
る
こ
と
は
、
人
口
流
出
防
止
の

施
策
の
み
な
ら
ず
、
積
極
的
に
増
加

政
策
を
推
進
し
た
い
意
図
に
ほ
か
な

り
ま
せ
ん
。

　
き
に
新
潟
県
で
は
後
進
県
脱
却
さ

を
め
ざ
し
県
総
合
開
発
計
画
を
策
定

昭
和
三
十
九
年
度
か
ら
そ
の
実
施
に

入
っ
て
お
り
ま
す
。

　
こ
の
県
計
画
の
推
進
に
よ
り
、
魚

沼
地
域
の
交
通
運
輸
体
系
は
急
速
に

整
備
さ
れ
る
見
通
し
で
あ
り
ま
す
。

上
越
線
の
複
線
化
並
び
国
道
十
七
号

線
の
改
良
舗
装
の
完
了
、
十
日
町
地

区
経
済
ル
ー
ト
の
国
道
一
一
七
号
線

の
改
良
整
備
も
四
十
三
年
完
成
を
目

途
に
急
ビ
ッ
チ
で
進
め
ら
れ
て
お
り

ま
す
。
ま
た
国
道
二
五
三
号
の
八
箇

ト
ン
ネ
ル
の
整
備
、
二
五
二
号
飛
渡

地
内
の
整
備
な
ど
明
る
い
見
通
し
で

あ
り
ま
す
。
ま
た
鉄
道
に
お
い
て
も

上
越
線
の
複
線
化
に
伴
う
飯
山
線
の

輸
送
力
改
善
が
す
す
め
ら
れ
更
に
地

方
開
発
路
線
と
し
て
北
越
北
線
の
着

工
が
予
定
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
関
越

高
速
自
動
車
道
路
の
新
設
化
等
は
、

将
来
地
域
発
展
に
大
き
な
要
因
と
基

盤
の
確
立
が
着
々
と
す
す
め
ら
れ
て

お
り
ま
す
。
こ
れ
ら
一
連
の
交
通
機

関
の
体
系
の
整
備
は
従
来
の
平
面
的

な
線
の
交
通
運
輸
体
系
か
ら
、
更
に

立
体
的
交
通
体
系
整
備
に
変
わ
ろ
う

と
し
て
お
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
下
か
ら
魚
沼
地

域
に
お
い
て
も
関
係
市
町
村
が
集
ま

り
．
魚
沼
地
域
総
合
開
発
計
画
を
策

定
し
、
県
の
総
合
開
発
計
画
に
呼
応

す
る
態
勢
を
整
え
て
お
り
ま
す
。

　
こ
の
た
び
の
十
日
町
市
総
合
計
画

は
、
こ
の
よ
う
な
計
画
を
も
と
に
将

来
の
見
通
し
の
上
に
立
っ
て
、
社
会

状
勢
に
即
応
し
た
総
合
的
な
行
政
目

標
を
定
め
て
地
方
公
共
団
体
と
し
て

の
機
能
を
充
分
発
揮
し
、
市
産
業
の

生
産
性
向
上
と
市
民
の
生
活
水
準
の

向
上
を
図
り
、
更
に
当
市
を
中
心
と

す
る
郡
市
並
び
魚
沼
地
域
の
発
展
に

寄
与
し
よ
う
と
の
意
欲
か
ら
も
総
含

計
画
の
策
定
に
あ
た
っ
た
の
で
あ
り

ま
す
。

　
こ
の
計
画
案
は
現
況
編
　
基
本
計

画
、
実
施
計
画
の
三
つ
に
分
け
て
あ

齢
，
ま
す
が
、
作
成
に
あ
た
っ
て
は
各

種
行
政
委
員
会
の
意
見
，
移
動
市
役

I
l
I
I
l
杢
鴇
ヤ

0，613

9209　P

1．2i3

所
、
市
政
懇
談
会
等
で
出
さ
れ
た
市

民
の
声
、
青
年
会
議
所
の
「
社
会
開

発
計
画
調
査
報
告
書
」
も
市
民
の
動

向
を
知
る
貴
重
な
資
料
と
し
て
、
そ

れ
ぞ
れ
計
画
に
反
映
す
る
よ
う
努
力

が
払
わ
れ
ま
す
，

　
な
お
五
力
年
間
即
ち
昭
和
四
十
二

年
1
四
十
六
年
ま
で
の
総
事
業
費
は

約
・
・
二
十
二
億
円
に
の
ぽ
り
、
産
業
振

興
計
画
に
約
三
＋
九
％
＋
三
億
円
、

生
活
基
盤
整
備
計
画
に
約
二
十
七
％

十
六
％
の
五
億
円
、
行
政
施
設
等
整

境
整
備
計
画
に
約
九
％
の
三
億
円
と

　
こ
の
計
画
は
目
下
審
議
会
に
お
い

て
審
議
検
討
が
な
さ
れ
て
い
る
途
上

に
あ
り
ま
ナ
の
で
、
つ
ぎ
の
機
会
に

ま
し
を
．
こ
紹
介
す
る
こ
と
に
し
ま

す
。 九

億
円
、
教
育
施
設
整
備
計
画
に
約
■

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

備
計
画
に
約
九
％
三
億
円
、
都
市
環
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
■

な
っ
て
お
り
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
■

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

計
画
案
の
内
答
に
っ
い
て
ご
く
あ
ら
一
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∠
　
　
　
Ω
り
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数
数
票
票
率

者
権
総
投
投

有
　
　
　
　
票

の
票
効
効

ピ
当
投
有
無
投

〔
†
日
町
市
総
合
計
画
審
議
会
委
員
〕

十
日
町
市
議
会
議
長
樋
口
政
太
郎
、

同
副
議
長
石
坂
正
隆
、
同
総
務
財
政

委
員
長
越
村
勝
治
、
同
文
教
厚
生
委

員
長
山
田
正
邦
．
同
建
設
委
員
長
島

田
直
治
、
同
経
済
委
員
長
丸
山
尚
政

†
口
町
市
教
育
委
員
会
委
員
長
本
田

金
作
　
十
日
町
市
農
業
委
員
会
長
柳

宗
平
、
十
日
町
市
農
業
協
同
組
合
長

樋
口
清
、
十
日
町
市
商
工
会
議
所
会

頭
菅
村
新
蔵
、
十
日
町
織
物
工
業
協

同
組
合
理
事
長
島
田
善
作
．
十
日
町

商
店
街
振
興
会
連
合
会
長
山
内
軍
平

＋
日
町
甫
青
年
団
連
絡
協
議
会
長
庭

野
正
夫
、
十
日
町
市
繊
維
労
彷
組
合

長
越
村
大
吉
、
十
日
町
市
婦
人
会
連

絡
協
議
会
代
表
宮
沢
恒
子
、
十
日
町

青
年
会
議
所
理
事
長
滝
沢
洋
一
．

糊
…
講
…
藤
…
　
霧
　
麟
欝

■”一朋”■一1臼●髄・聡

とと
こ

ろき手

一
指
導

　　　ー　　口　　翻一一

芸
　
教
　
室

十
一
月
十
八
日
午
後
一
時

中
央
公
民
舘

ア
フ
ガ
ン
編
ジ
ャ
ケ
ッ
ト

田
村
恭
子

毛
糸
中
細
ま
た
は
並
太
八

～
十
カ
セ
と
ア
フ
ガ
ソ
棒

五
号
～
七
号

材
料
は
教
室
に
用
意
し
て

あ
り
ま
す
千
二
百
円
位

岡
田
紅
陽
富
士
百
景

展
及
び

と
　
　
き

と
こ
ろ

鱒
と
　
き

闘

原
直
樹
鋳
金
工
芸
展

十
一
月
二
十
二
日
午
後
一

時
～
八
時
ま
で

十
一
月
二
十
三
日
午
前
九

時
硬
午
後
四
時
ま
で

商
工
福
祉
会
舘

即
売
も
致
し
ま
す
。

城
ケ
丘
家
庭
教
育
学
級

　
と
こ
ろ

■　瓢　鵬皿

参議院補選市内開票結果

　
隆
誠
治

　
　
　
　
泰

数
藤
井
島

票
佐
松
寺

得

版

と
　
　
き

㎜
と
こ
ろ

田

合

息㎜■口■

とと
こ

ろき

十
一
月
二
＋
七
日

午
後
七
時
三
十
分

中
央
公
民
舘

画
　
教
　
室

十
一
月
二
＋
二
日

午
後
七
時
三
十
分

年
賀
状
の
作
成

中
央
公
民
舘

唱
　
教
　
室

十
一
月
三
＋
日
午
後
七
時

中
央
公
民
舘

　
　
　
職
業
訓
練
生
募
集

　
　
県
職
業
訓
練
所
で
は
、
昭
和
四
十

　
三
年
四
月
人
所
の
訓
練
生
を
つ
ぎ
に

　
よ
り
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
　
入
所
を
希
望
す
る
人
は
、
十
一
月

　
三
＋
日
ま
で
に
最
寄
り
の
公
共
職
業

　
安
定
所
ま
た
は
職
業
訓
練
所
へ
問
い

　
合
わ
せ
の
う
え
、
手
続
き
を
お
と
り

　
く
だ
さ
い
、

　
◎
入
所
資
格

　
　
年
令
に
制
限
な
く
、
義
務
教
育
を

　
　
修
了
し
た
人
（
二
月
に
中
学
校
卒

　
　
業
見
込
の
人
を
含
む
）

　
O
訓
練
期
間
　
一
ヵ
年

　
◎
特
　
典

　
　
①
授
業
料
無
料

　
　
②
国
鉄
、
私
鉄
の
学
生
定
期
券
及

　
　
　
び
学
生
割
引
が
適
用
さ
れ
ま
す

　
　
⑥
就
職
率
は
百
％
で
す

㎝

296一
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契
約
書
の
修
正
手
続
き
を

　
農
林
省
は
新
し
い
統
制
小
作
料
を

本
年
の
九
月
一
日
か
ら
実
施
す
る
こ

と
を
決
め
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
の
小

作
料
は
昭
和
三
十
年
に
決
定
さ
れ
ま

し
た
が
、
そ
の
後
の
経
済
変
動
に
よ

り
小
作
料
を
改
め
る
こ
と
に
な
っ
た

も
の
で
す
。
改
定
基
準
額
算
定
基
礎

は
別
記
の
と
お
り
で
す
が
、
小
作
料

の
改
定
額
は
こ
れ
ま
で
の
統
制
額
の

田
に
あ
っ
て
は
四
倍
、
畑
に
あ
っ
て

は
二
・
五
倍
に
な
り
ま
す
。
こ
の
た

め
地
主
と
小
作
人
の
相
対
で
ま
ず
小

作
契
約
書
の
修
正
を
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
の
で
、
農
業
委
員
会
で
は

つ
ぎ
の
日
程
で
事
務
処
理
を
行
な
い

ま
す
。
地
主
と
小
作
人
に
お
い
て
は

あ
ら
か
じ
め
相
談
し
、
小
作
契
約
書

と
印
か
ん
を
持
参
し
て
修
正
の
手
続

き
を
と
っ
て
く
だ
さ
い
．

　
な
お
当
日
指
定
会
場
に
こ
れ
な
い

場
合
は
最
寄
り
の
会
場
へ
お
出
か
け

く
だ
さ
い
。

▽
十
一
月
二
十
日
睦
九
時
～
十
六
時

水
沢
地
区
（
水
沢
出
張
所
）
▽
十
一

月
二
十
一
日
髄
九
時
～
十
六
時
、
十

日
町
地
区
、
川
治
も
含
む
（
中
央
公

民
舘
）
▽
十
一
月
二
十
二
日
”
九
時

1
十
六
時
、
六
箇
地
区
（
六
箇
出
張

所
）
▽
十
一
月
二
十
七
日
”
九
時
こ

・
十
六
時
．
中
条
地
区
（
中
条
公
民

　
賃
借
権
の
譲
渡
　
転
貸
の
承
諾
に

代
わ
る
許
可
の
裁
判
と
い
う
の
は
．

ど
う
い
う
の
で
す
か
．

　
賃
借
人
が
賃
借
地
上
の
建
物
を
第

三
者
に
譲
渡
し
よ
う
と
す
る
と
き
は

通
常
そ
の
敷
地
の
利
用
権
、
借
地
権

を
も
あ
わ
せ
て
譲
渡
ま
た
は
転
貸
す

る
と
い
う
こ
と
に
な
る
わ
け
で
す
が

そ
の
場
合
に
は
賃
貸
人
の
承
諾
を
得

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
民
法
六
一
二

条
）
と
な
っ
て
お
り
ま
す
．
こ
れ
は

賃
貸
借
関
係
は
人
と
人
と
の
信
頼
関

保
を
基
礎
と
し
て
い
る
も
の
で
す
か

ら
、
賃
借
人
が
誰
で
あ
る
か
と
い
う

こ
乏
は
、
賃
貸
人
に
と
っ
て
重
要
な

利
害
関
係
が
あ
る
か
ら
で
す
．

　
と
こ
ろ
が
、
最
近
は
賃
貸
人
の
承

諾
を
得
な
い
無
断
の
借
地
権
の
譲
渡

転
貸
が
非
常
に
多
い
の
で
す
．
こ
れ

∂J・

作
料
の
改
訂

舘
）
▽
十
一
月
二
十
八
日
H
九
時
ぜ

十
六
時
、
下
条
地
区
（
下
条
出
張

所
）
▽
十
一
月
二
十
九
日
”
九
時
≧

十
六
時
、
吉
田
地
区
（
吉
田
出
張

所
）

　
改
定
基
準
額
算
定
基
礎

　
（
田
）
　
　
　
　
　
改
定
基
準
額

　
　
　
　
　
　
（
十
ア
：
ル
当
り
）

粗
収
益

　
　
　
　
五
万
一
千
四
百
二
十
一
円

生
産
費
用

　
　
　
　
四
万
四
千
九
百
九
十
一
円

純
収
益
　
　
　
　
六
千
四
百
三
十
円

利
　
潤
　
　
　
　
　
　
千
八
百
円

土
地
純
収
益
　
　
四
千
六
百
三
十
円

小
作
料
引
上
倍
率

　
　
　
　
　
　
　
四
・
〇
九
約
四
倍

　
（
畑
）

土
地
純
収
益
　
　
千
七
百
七
十
八
円

現
行
基
準
額
　
　
　
六
百
六
十
九
円

小
作
料
引
上
倍
率

　
　
　
　
　
二
・
六
六
約
二
・
五
倍

　
青
年
学
級
が
寄
付

　
十
日
町
青
年
学
級
で
は
こ
の
ほ
ど

公
民
舘
建
設
基
金
と
し
て
学
級
バ
ザ

ー
基
金
二
千
円
を
寄
附
し
ま
し
た
．

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
完
成

水
沢
地
区
小
、
中
学
校

　
こ
の
ほ
ど
水
沢
地
区
に
学
校
給
食

セ
ソ
タ
ー
が
完
成
、
十
五
日
か
ら
給

食
が
開
始
さ
れ
父
兄
た
ち
を
喜
ば
せ

て
い
ま
す
．
こ
の
給
食
セ
ソ
タ
ー
は

同
地
区
の
水
沢
小
、
中
学
校
、
馬
場

野
中
各
小
学
校
の
児
童
、
生
徒
千
三

住
民
関
係
の
屈
出
が
変
わ
り
ま
す

住
民
基
本
台
帳
法
施
行

　
去
る
十
日
か
ら
住
民
基
本
台
帳
法

が
施
行
さ
れ
、
住
民
関
係
の
届
出
制

度
が
改
正
さ
れ
ま
す
．
改
正
の
内
容

は
届
出
の
便
利
と
役
所
事
務
の
合
理

化
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
が
、
概
略

お
も
な
も
の
は
つ
ぎ
の
と
お
り
で
す

L
住
民
関
係
の
届
出
等
は
原
則
と
し

　
て
一
つ
の
届
出
を
一
ヵ
所
の
窓
口

　
で
行
な
え
ば
済
む
よ
う
に
な
る
．

　
（
本
市
で
は
す
で
に
窓
口
事
務
の

　
改
善
に
よ
り
実
施
済
み
で
す
）

は
賃
貸
人
に
承
諾
を
求
め
て
も
こ
れ

を
拒
否
さ
れ
る
と
か
、
あ
る
い
は
相

当
多
額
の
承
諾
料
を
求
め
ら
れ
、
話

合
い
が
つ
か
な
い
．
そ
う
か
と
い
っ

て
建
物
を
売
ら
な
い
わ
け
に
は
い
か

な
い
と
い
う
よ
う
な
事
情
に
よ
る
こ

と
と
思
わ
れ
ま
す
。

〈
解
説
〉

λ
転
入
や
、
同
じ
市
町
村
内
で
の
転

　
居
、
世
帯
の
変
更
の
場
合
は
従
来

　
の
住
民
登
録
法
で
も
届
出
を
す
る

　
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
他

　
市
町
村
へ
転
出
す
る
場
合
は
あ
ら

　
か
じ
め
届
出
を
す
る
こ
と
が
必
要

　
と
な
り
ま
す
。

ふ
転
入
届
を
す
る
場
合
は
前
住
所
地

　
の
市
町
村
か
ら
の
転
出
証
明
書
を

　
添
え
て
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
．

　
（
従
来
は
米
穀
配
給
だ
け
で
し
た
）

い
と
訴
訟
が
提
起
さ
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
す
．

　
こ
ん
ど
の
改
正
は
、
こ
の
よ
う
な

こ
と
に
な
ら
な
い
よ
う
に
賃
貸
人
が

承
諾
し
て
も
格
別
不
利
と
な
る
お
そ

れ
が
な
い
の
に
．
賃
借
権
の
譲
渡
ま

た
は
承
諾
し
な
い
と
き
は
、
承
諾
に

改
正
借
地
家
法

　
し
か
し
承
諾
を
得
な
い
ま
ま
で
借

地
権
を
譲
渡
ま
た
は
転
貸
し
ま
す
と

借
地
権
者
は
無
断
の
譲
渡
、
転
貸
で

あ
る
か
ら
こ
れ
を
認
め
な
い
と
し
て

譲
受
人
に
対
し
無
権
原
で
土
地
を
占

有
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
建
物
を
収

去
し
て
土
地
を
明
渡
し
て
も
ら
い
た

④

代
わ
る
許
可
の
裁
判
を
求
め
得
る
こ

と
と
し
た
も
の
で
す
（
九
条
の
二
第

一
項
）
．

　
裁
判
所
は
、
そ
の
許
可
の
裁
判
を

す
る
場
合
に
は
、
当
事
者
間
の
利
害

の
衡
平
を
は
か
る
た
め
に
、
例
え
ば

そ
の
譲
受
け
た
後
の
地
代
は
い
く
ら

百
七
十
名
を
対
象
と
し
て
、
土
市
の

水
沢
出
張
所
隣
り
に
建
て
ら
れ
ま
し

た
。
建
物
は
木
造
鉄
骨
二
階
建
で
二

二
八
・
八
平
方
メ
r
ト
ル
（
六
十
八

坪
）
工
事
費
六
百
六
十
二
万
円
の
ほ

か
内
部
設
備
圃
費
四
百
六
十
万
円
で

す
。
な
お
給
食
運
搬
車
一
台
も
配
備

さ
れ
て
い
ま
す
．

　
【
写
真
は
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
】

便
貯
金
増
強
特
別
運
動
」
を
実
施
し

て
い
ま
す
が
、
郵
便
貯
金
と
し
て
集

め
ら
れ
た
資
金
は
大
蔵
省
資
金
運
用

部
を
通
じ
て
地
方
公
共
団
体
（
市
、

町
村
、
各
公
団
、
公
庫
等
）
に
融
資

さ
れ
、
教
育
文
化
、
産
業
の
振
興
、

農
林
漁
業
、
中
小
企
業
の
育
成
、
災

設
、
生
活
環
境
整
備
等
に
使
わ
れ
て

施
設
整
備
等
に
大
き
な
仙
き
を
し
て

お
り
こ
う
し
た
郵
便
貯
金
の
増
強
が

一
層
強
く
要
請
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
（
十
日
町
郵
便
局
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
口

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
m

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
闘

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
■

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
聡

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
■

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
胆

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
旧

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

害
の
復
旧
、
治
山
、
治
水
、
住
宅
達
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
“

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
訓

い
ま
す
。
郵
便
貯
金
の
現
在
高
は
三
■

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
リ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

兆
五
千
億
円
を
超
え
ま
し
た
が
、
こ
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
“

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
じ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ほ

の
う
ち
七
千
万
円
が
大
蔵
省
資
金
運
■

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヒ

用
部
を
通
じ
て
十
日
町
市
に
融
資
さ
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
”

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

れ
、
上
水
道
清
掃
車
整
備
．
こ
み
処
理
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
巳

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
5

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
臼

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
■

税
金
は
期
限
内
に

豊
か
な
食
生
活
へ

　
　
　
　
　
　
婦
人
学
級
「
菊
花
会
」

引
揚
者
特
別
交
付
金
の
請
求

　
外
地
に
「
生
活
の
本
拠
」
を
「
一

年
以
上
」
も
っ
て
い
た
人
が
、
終
戦

等
の
や
む
を
得
な
い
理
由
に
よ
り
本

邦
に
引
き
揚
げ
る
こ
と
と
な
っ
た
た

め
に
、
在
外
財
産
の
み
な
ら
ず
、
生

活
利
益
そ
の
他
生
活
に
根
ざ
す
す
ぺ

て
の
も
の
を
失
っ
た
打
撃
に
報
い
る

趣
旨
で
支
給
さ
れ
る
も
の
で
す
。

　
外
地
と
い
う
の
は
、
現
在
の
日
本

領
土
以
外
の
地
域
の
こ
と
で
す
。
し

た
が
っ
て
、
沖
縄
や
小
笠
原
諸
島
は

外
地
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
北
方
領

土
に
関
し
て
は
特
例
が
あ
っ
て
、
歯

舞
、
色
丹
、
択
捉
、
国
後
の
各
島
は

こ
こ
で
い
う
外
地
に
含
ま
れ
ま
す
。

　
　
　
　
　
ン
～

に
値
上
げ
す
る
と
か
、
一
定
の
金
曳

の
支
払
い
を
命
ず
る
と
い
う
よ
う
な

こ
と
を
条
件
と
し
て
許
可
す
る
と
い

う
こ
と
が
で
き
る
わ
け
で
す
。
こ
の

場
合
に
は
、
や
は
り
賃
借
権
の
残
存

期
間
と
か
、
借
地
に
関
す
る
従
前
の

経
過
、
権
利
金
の
授
受
が
あ
っ
た
か

ど
う
か
、
賃
借
人
が
賃
借
権
を
譲
渡

す
る
必
要
性
そ
の
他
一
切
の
事
情
を

考
慮
す
る
の
で
す
。

　
一
般
的
に
申
せ
ば
、
地
価
の
八
割

も
九
割
も
権
利
金
を
と
っ
て
い
る
場

合
に
は
、
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
無
条

件
に
認
め
ら
れ
て
い
い
は
ず
で
す
し

権
利
金
が
全
然
授
受
さ
れ
て
い
な
い

場
合
に
は
や
は
り
相
当
の
金
銭
を
支

払
わ
せ
る
と
い
う
よ
う
な
こ
と
に
な

ろ
う
か
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
満
州
開
拓
民
に
つ
い
て
は
、
外
地

に
お
け
る
生
活
の
本
拠
が
一
年
未
満

で
も
支
給
さ
れ
ま
す
。

　
引
揚
者
本
人
の
場
合

終
戦
後
の
引
揚
者
、
戦
争
中
ま
た
は

戦
前
の
引
揚
者
、
引
揚
者
の
相
続
人

　
遣
族
の
場
合

遺
族

　
な
お
く
わ
し
い
こ
と
は
社
会
福
祉

事
務
所
へ
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

十
日
町
市
へ
の
融

資
額
七
千
万
円

　
　
　
　
便
郵
貯
金
の
彷
き

　
郵
政
省
で
は
去
る
一
日
か
ら
来
年

一
月
三
十
一
日
ま
で
「
年
未
年
始
郵

納
め
ま
し
ょ
う

　
　
信
濃
川
に
注
意

　
国
鉄
信
濃
川
発
電
所
で
は
千
手
発

所
友
重
取
水
口
の
水
路
工
作
物
修
繕

の
信
濃
川
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
．

　
十
八
日
夜
九
時
か
ら
翌
十
九
日
午

　
前
四
時
ま
で

　
友
重
余
水
路

　
十
八
日
夜
十
時
三
十
分
か
ら
翌
十

　
九
日
午
前
零
時
三
十
分
ま
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
馴

　
　
宮
中
と
友
重
で
放
流
　
鳳

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
闘

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

電
所
宮
中
取
水
口
及
び
小
千
谷
発
電
巳

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

の
た
め
、
十
八
日
（
士
）
取
水
を
中
鳳

止
し
て
放
流
い
た
し
ま
す
の
で
附
近
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
■

　
宮
中
え
ん
堤
　
　
　
　
　
　
　
　
．

十
二
月
二
十
　
日
こ
ろ
ま
で
に

お
出
し
く
だ
さ
い

年
賀
郵
便
受
付
中

　
お
な
じ
み
の
お
年
玉
つ
ぎ
年
賀
は

が
き
は
す
で
に
十
一
月
十
一
日
か
ら

発
売
さ
れ
ま
し
た
が
、
こ
の
年
賀
は

が
き
や
年
末
の
贈
答
小
包
の
差
出
し

に
つ
い
て
、
都
便
局
で
は
混
雑
す
る

受
付
や
、
配
達
業
務
を
ス
ム
：
ス
に

実
施
す
る
た
め
に
次
の
よ
う
望
ん
で

い
ま
す
。

L
年
末
贈
答
小
包
は
十
二
月
十
四
日

　
頃
ま
で
に
、
一
日
も
早
く
お
出
し

　
く
だ
さ
い
。

2
．
年
賀
状
は
十
二
月
十
五
日
か
ら
受

　
付
ま
す
が
、
十
二
月
二
十
一
日
頃

　
ま
で
に
お
出
し
く
だ
さ
い
。

翫
年
賀
は
が
き
以
外
の
官
製
は
が
き

　
や
私
製
は
が
き
を
年
賀
状
》
．
し
て

　
差
出
す
と
き
は
、
は
が
き
の
表
面

　
に
必
ず
「
年
賀
」
と
赤
で
表
示
し

　
て
く
だ
さ
い
。

4
年
賀
状
を
差
し
出
す
時
は
「
市
内

あ
て
」
と
「
そ
の
他
あ
て
」
と
に
分

け
て
ゴ
ム
輪
な
ど
を
か
け
て
お
出
し

く
だ
さ
い
。

　
　
吉
田
婦
人
学
級
は
、
婦
人
会
即
婦

　
人
学
級
と
し
て
学
習
が
行
な
わ
れ
て

　
い
ま
す
。
自
主
学
級
は
若
妻
会
を
含

　
む
十
七
教
室
か
ら
成
り
、
更
に
四
十

　
一
年
度
文
部
省
委
嘱
学
級
と
し
て
、

　
新
樹
会
（
文
芸
）
六
花
会
（
生
花
）

　
菊
花
会
（
料
理
）
の
三
グ
ル
：
プ
が

　
新
し
く
誕
生
い
た
し
ま
し
た
。
本
年

　
は
二
年
目
を
迎
え
学
級
生
は
熱
心
に

　
学
習
を
進
め
て
お
り
ま
す
。

　
　
学
習
目
標
は
“
生
活
に
う
る
お
い

　
を
持
と
う
”
を
か
玉
げ
て
、
菊
花
会

　
が
イ
ン
ス
タ
ン
ト
化
に
移
る
の
で
は

　
活
を
よ
り
豊
か
に
す
る
た
め
に
、
山

　
調
理
法
の
合
理
性
を
は
か
る
よ
う
学

　
は
稲
葉
、
山
谷
、
北
鐙
坂
、
高
島
、

鱈
は
特
に
最
近
家
庭
の
味
が
薄
れ
嗜
好

■

■
な
い
か
と
い
わ
れ
て
い
る
が
、
食
生

■ロ
旧
菜
の
採
集
と
保
存
を
主
体
と
し
て
、

ロ

■
習
し
て
お
り
ま
す
。
こ
の
グ
ル
ー
プ

燕
単

關
真
田
に
わ
か
れ
て
お
り
、
学
級
生
も

㎜
百
三
十
二
名
の
仲
間
が
た
え
ず
研
究

鵬
や
発
表
会
を
開
き
、
農
村
の
食
生
活

㎜
の
改
善
と
山
菜
を
巧
み
に
生
か
し
て

剛順
保
存
と
調
理
法
の
研
究
に
余
念
が
あ

㎜
り
ま
せ
ん
。
農
村
で
は
自
分
達
の
畑

ロ
閥
で
と
れ
る
野
菜
の
変
わ
っ
た
料
理
、

ハ

m
同
じ
材
料
で
い
ろ
く
な
調
理
法
か

ロ

㎜
ら
桜
の
花
、
ラ
ン
の
花
、
蕗
の
ト
ウ

㎜“
の
長
期
保
存
に
恵
ま
れ
て
い
る
山
の

　

麗
幸
、
わ
ら
び
、
う
ど
、
山
竹
の
子
の

㎜■
塩
漬
、
お
か
ら
漬
、
木
の
芽
の
ピ
ン

7
等
実
習
し
、
そ
れ
ら
を
羨
そ

皿　
の
結
果
の
発
表
を
す
る
な
ど
本
年
は

　
保
存
漬
に
自
信
を
つ
け
、
そ
の
調
理

㎝
　
に
各
自
知
恵
を
し
ぽ
り
研
究
し
て
い

　
ま
す
。
ま
た
、
果
実
洒
作
り
も
盛
ん

　
で
、
梅
酒
は
も
ち
論
、
苺
　
ま
た
た

㎜
び
、
無
花
果
、
か
り
ん
、
椎
茸
、
夏

圏
蜜
柑
の
皮
酒
等
実
習
し
成
果
を
め
げ

　
て
お
り
ま
す
。

　
　
や
は
り
自
分
達
の
手
近
か
に
は
、

　
山
の
味
が
あ
り
、
恵
ま
れ
た
資
源
を

　
活
用
し
て
行
く
こ
と
は
食
生
活
を
豊

吉
田
地
区
公
民
舘

か
に
し
て
い
く
こ
と
で
あ
り
、
ど
ん

な
ご
馳
走
が
あ
っ
て
も
漬
物
が
な
い

と
ど
う
も
も
の
た
り
な
い
程
、
私
共

に
は
重
宝
な
つ
け
物
、
即
席
づ
け
、

冬
期
づ
け
と
家
庭
で
お
い
し
く
出
来

る
福
神
づ
け
の
準
備
と
し
て
な
す
、

胡
瓜
、
紫
蘇
の
実
の
下
漬
が
今
行
な

わ
れ
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
農
村
に
お
い
て
は
農
繁
期

の
労
彷
も
激
し
い
時
に
は
、
か
え
っ

て
栄
養
価
の
高
い
食
べ
物
を
と
ら
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
時
期
に
つ
い
、
バ

ッ
カ
リ
料
理
に
な
っ
て
し
も
う
。
こ

れ
で
は
食
生
活
改
善
云
々
と
申
さ
れ

て
も
期
待
も
不
可
能
で
す
．
新
鮮
な

野
菜
、
鶏
卵
も
豊
富
に
あ
る
農
家
で

も
あ
る
し
、
山
野
の
山
菜
も
活
用
出

来
る
か
ら
し
て
、
こ
れ
か
ら
も
調
理

の
合
理
化
、
農
繁
期
の
栄
養
の
問
題

パ
ッ
カ
リ
料
理
の
解
消
等
ま
だ
く

考
え
て
行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
研

究
課
題
は
山
積
し
て
い
ま
す
か
ら
熱

心
な
研
究
が
進
め
ら
れ
て
行
く
の
で

あ
り
ま
し
ょ
う
．
幸
い
地
区
に
は
指

導
者
が
二
名
お
り
ま
す
の
で
ま
す
ま

す
盛
ん
に
な
り
、
農
村
の
食
卓
を
珍

菜
で
楽
し
い
も
の
に
し
て
行
く
為
に

仲
間
同
志
で
そ
の
時
期
の
野
菜
、
山

菜
を
採
取
と
保
存
と
調
理
を
楽
し
み

乍
ら
食
生
活
の
合
理
化
を
は
か
る
た

め
の
明
る
い
生
活
を
送
る
よ
う
努
力

し
て
お
り
ま
す
．

　
　
写
真
は
『
菊
花
会
』
の
料
理
研
究

　
　
幼
児
家
庭
教
育
学
級

と
き
十
一
月
十
七
日

　
　
　
　
午
後
七
時
三
十
分

と
こ
ろ
　
中
央
公
民
舘

へ

一297一


